
【戦　評】

　両チームマンツーマンディフェンスでスタート。立ち上がり山形南が速攻に対し、鶴岡工業がアウトサイド
シュートで応戦。地力に勝る山形南が＃５村上、＃１５前田のカットイン、ゴール下のシュートで徐々に点差
を広げ２７－１１で山形南がリードで１Q終了。
　２Q、鶴岡工業が２－２－１のゾーンプレスから３－２ソーンにディフェンスを変え、互角の戦いを繰り広げ
る。山形南が＃５のゴール下のシュート、鶴岡工業＃８本間のジャンプシュート等、互いに厳しいディフェン
スをかいくぐりゴールを重ねるが１Qの点差が大きく４８－３３と15点差で前半終了。
　３Q、鶴岡工業が２－２－１のゾーンプレスから３－２ゾーンで厳しいディフェンスを繰り広げるも山形南＃
７湊谷の連続3本の３Pで点差が広がる。鶴岡工業も＃７三浦の速攻、バスケットカウントで応戦するも山形
南＃５の２P＃１５のリバウンドで点差が広がり７１－４７で山形南24点差で３Q終了。
　４Q、鶴岡工業＃１０佐藤将の２P、＃４渋谷の３Pで追い上げる。残り4分に山形南がメンバーチェンジを
すると鶴岡工業が攻守に渡り力を発揮し、残り3分からオールコートプレスディフェンスを行い残り30秒には
9点差までせまるも、時すでに遅く８５－７４で試合終了。
山形南の攻守に渡る力強さと鶴岡工業の必死のディフェンスと見ごたえのある試合展開であった。
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